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一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、
一
般
質
問
の
一
部
を

抜
粋
し
た
も
の
で
、
９
月
定
例
会
時
点
で
の
内
容
で
す
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

が
ん
教
育
の
周

知
・
啓
発
を
さ

ら
に
進
め
て
い

く
た
め
に
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か

問
う
。

Ａ
　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校

の
教
科
に
お
い
て
が
ん
を
学
ぶ
機
会

が
少
な
い
た
め
、
意
図
的
に
が
ん
教

育
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
医
療
従
事
者
や
が
ん
経
験
者

等
を
派
遣
す
る
事
業
を
よ
り
広
く
周

知
し
、
積
極
的
な
活
用
を
促
し
て
い

く
。
教
員
、
医
療
従
事
者
、
が
ん
経

験
者
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
役

割
を
協
議
し
、
効
果
的
な
が
ん
教
育

の
在
り
方
や
進
め
方
に
つ
い
て
共
通

認
識
を
図
っ
て
い
く
。人

と
動
物
の
健

康
お
よ
び
環
境

の
健
全
性
を
一

体
的
に
守
る
ワ

ン
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
、
県
民
に
理
解

し
て
頂
く
た
め
の
市
町
村
へ
の
理
解
・

浸
透
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
問
う
。

Ａ
　
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
多
く
に
関
わ
っ
て

お
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。
市
長
会
総
会
や
町
村
長

セ
ミ
ナ
ー
で
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取
り

組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
市
町

村
の
皆
さ
ま
の
理
解
が
進
む
よ
う
私

自
ら
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。
全
市

町
村
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
に

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
指
し
、
機
運
を
高
め
て
い
く
。

進
ん
で
い
な
い

既
存
住
宅
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
今
後
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
問
う
。

Ａ
　
国
は
今
年
度
、
脱
炭
素
化
社
会

に
向
け
た
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ

対
策
な
ど
の
在
り
方
の
検
討
を
進
め
、

８
月
に
既
存
住
宅
に
つ
い
て
「
耐
震

改
修
と
合
わ
せ
た
省
エ
ネ
改
修
の
促

進
」
な
ど
の
取
り
組
み
方
針
を
示
し

た
。
そ
の
具
体
的
方
策
と
し
て
新
た

な
財
政
支
援
を
検
討
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
県
と
し
て
は
従
来
の
取

り
組
み
に
加
え
、
国
の
新
た
な
施
策

の
活
用
や
市
町
村
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
た
効
果
的
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。

今
年
度
当
初
予

算
に
作
成
経
費

を
盛
り
込
ん
だ

流
域
対
策
実
施

計
画
を
活
用
し
て
、
流
域
対
策
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。

Ａ
　
流
域
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
水
田
、

民
間
駐
車
場
な
ど
雨
水
貯
留
施
設
と

し
て
活
用
可
能
な
施
設
ご
と
に
、
貯

留
量
や
対
策
効
果
な
ど
を
一
覧
表
と

し
て
示
す
流
域
対
策
実
施
計
画
を
作

る
。
流
域
対
策
を
着
実
に
進
め
る
に

は
公
共
施
設
か
ら
率
先
し
て
始
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
公
共
施
設
の

管
理
者
が
効
果
的
メ
ニ
ュ
ー
を
抽
出

し
実
施
で
き
る
よ
う
県
が
中
心
と
な

っ
て
技
術
的
助
言
や
広
域
的
調
整
を

行
っ
て
い
く
。

昨
年
度
に
お
け

る
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
修
学
旅

行
へ
の
支
援
内

容
と
実
績
、
旅
行
業
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
県
内
で
の
修
学
旅
行
を
促
す
た

め
、
そ
の
素
材
と
し
て
１
９
０
施
設

の
リ
ス
ト
と
30
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

県
内
の
学
校
、
旅
行
会
社
に
提
案
。

ま
た
、
県
内
１
７
６
校
、
県
外
２
校

に
バ
ス
代
を
支
援
。
宿
泊
、
日
帰
り

合
わ
せ
て
１
万
４
４
８
５
人
分
の
誘

客
に
つ
な
げ
た
。
市
町
村
と
の
連
携

に
よ
り
修
学
旅
行
商
品
の
造
成
も
行

っ
て
い
る
。
急
な
中
止
や
延
期
に
よ

る
今
年
度
の
影
響
を
学
校
や
旅
行
業

協
会
な
ど
か
ら
聞
き
、
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

「
あ
ま
お
う
」
や

な
す
は
苗
の
定

植
時
期
を
迎
え

て
お
り
、
大
雨

で
被
災
し
た
ハ
ウ
ス
付
帯
施
設
の
早

期
復
旧
へ
の
対
応
を
伺
う
。

Ａ
　
み
や
ま
市
で
は
ハ
ウ
ス
内
の

暖
房
機
や

か
ん
す
い

潅
水
ポ
ン
プ
な
ど
の
付

帯
施
設
が
浸
水
し
、
損
壊
す
る
被

害
が
発
生
。
９
月
７
日
時
点
の
損

害
額
は
１
億
円
を
超
え
、
県
全
体

の
３
割
を
占
め
る
。
県
の
主
要
品

目
の
生
産
に
欠
か
せ
な
い
付
帯
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
計
画
承
認
前
に
着
工
し
た
も

の
も
対
象
と
な
る
よ
う
市
町
村
と

連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

県
の
感
染
拡
大

防
止
協
力
金
審

査
体
制
を
ど
う

強
化
し
、
今
後

ど
う
改
善
す
べ
き
と
考
え
る
か
伺
う
。

Ａ
　
当
初
１
２
０
人
だ
っ
た
人
員
を

９
月
上
旬
に
は
２
２
０
人
ま
で
順
次

拡
充
し
、
審
査
業
務
運
営
の
改
善
と

給
付
の
迅
速
化
を
図
っ
た
。
９
月
受

付
開
始
の
第
10
期
か
ら
は
過
去
に
受

給
実
績
の
あ
る
事
業
者
に
「
先
渡
給

付
」
制
度
を
導
入
し
、
申
請
か
ら
最

短
２
日
で
給
付
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
審
査
状
況
や
入
金
予
定
日
を

申
請
者
が
ウ
ェ
ブ
上
で
簡
単
に
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
引
き
続
き
１

日
も
早
く
給
付
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

高
齢
者
の
介
護

予
防
に
資
す
る

「
通
い
の
場
」
に

つ
い
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ
　
公
民
館
な
ど
で
体
操
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
を
行
う
「
通

い
の
場
」
は
自
治
会
な
ど
で
運
営
さ

れ
て
い
る
が
、
緊
急
事
態
宣
言
中
は

公
共
施
設
閉
鎖
で
開
催
が
難
し
く
、

運
動
機
能
や
認
知
機
能
の
衰
え
を
招

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
再
開
後
も

感
染
の
恐
れ
か
ら
参
加
を
た
め
ら
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
、
感
染
防
止
対
策

の
具
体
例
や
留
意
点
を
ま
と
め
た
県

作
成
チ
ラ
シ
の
配
布
や
屋
外
開
催

の
事
例
紹
介
で
市
町
村
を
促
し
て

い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

世
代
別
や
正
規
・

非
正
規
の
就
業

形
態
別
に
よ
る

働
き
世
代
に
お
け
る
家
計
収
支
の

差
に
対
す
る
認
識
と
積
極
的
な
雇

用
政
策
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
問
う
。

Ａ
　
全
国
調
査
で
は
年
代
別
・
就
業

形
態
別
で
家
計
収
支
に
差
が
生
じ
て

お
り
、
丁
寧
な
支
援
が
平
時
以
上
に

求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
県
で
は
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
求
人
開
拓
員
を

増
員
す
る
な
ど
体
制
を
強
化
、
正
社

員
求
人
の
開
拓
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
不
安
定
な
就
労
状
態
の
方
が

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
挑
め
る
よ
う
夜

間
・
休
日
に
受
講
可
能
な
公
共
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
通

常
の
学
級
に
お

い
て
も
発
達
障

が
い
な
ど
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。

心
身
の
成
長
や
発
達
を
心
配
す
る

保
護
者
の
支
援
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
伺
う
。

Ａ
　
県
教
育
委
員
会
で
は
宗
像
市
を

指
定
地
域
と
し
、
今
年
度
か
ら
小
・

中
学
校
の
教
員
を
県
立
特
別
支
援
学

校
に
派
遣
し
、
実
践
的
な
指
導
力
向

上
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
専
門
的
な
相
談
支
援
が
必
要
な

保
護
者
に
は
専
門
家
を
学
校
に
派
遣

す
る
。
今
後
、
宗
像
市
に
お
け
る
研

究
成
果
の
普
及
を
図
り
、
学
校
と
専

長　裕海
（福岡市東区）

 野原 隆士
（福岡市西区）

平井 一三
（筑紫野市）

吉村　悠
（北九州市小倉南区）

片岡 誠二
（中間市）

民
主
県
政
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団久

留
米
市
の
浸
水

対
策
で
ま
ず
は
、

市
内
の
県
有
施
設

に
雨
水
貯
留
施
設

を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
流
域

治
水
に
ど
う
取
り
組
む
か
伺
う
。

Ａ
　
一
級
水
系
に
つ
い
て
は
国
が
水

系
ご
と
に
、
二
級
水
系
に
つ
い
て
は

県
が
圏
域
ご
と
に
国
、
県
、
市
町
村

か
ら
な
る
流
域
治
水
協
議
会
を
設
置
。

二
級
水
系
で
は
今
年
度
末
ま
で
に
、

従
来
の
対
策
に
加
え
、
貯
留
施
設
や

浸
透
ま
す
で
雨
水
の
河
川
流
出
を
抑

え
る
対
策
な
ど
の
「
流
域
治
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
す
る
。
協
議
会

で
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
課
題
解

決
の
協
議
な
ど
を
行
い
、
流
域
治
水

を
推
進
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
犬
猫
の

新
規
飼
育
頭
数

が
増
加
し
て
お

新井 富美子
（久留米市）

冨永 芳行
（糟屋郡）

り
、
今
後
、
多
頭
飼
育
問
題
が
深
刻

化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
知
事
の
認
識

と
未
然
防
止
策
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
多
頭
飼
育
は
、
動
物
虐
待
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
近
隣
住
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
も
懸
念
さ
れ
る
。
昨
年

度
か
ら
主
に
、
高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
を
対

象
に
介
護
関
係
職
員
ら
を
通
じ
、
適

正
飼
養
の
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。
経

済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
が
広
が
る

中
、
今
後
は
社
会
福
祉
関
係
者
と
も

連
携
し
て
高
齢
者
に
限
ら
ず
幅
広
く

対
策
に
あ
た
る
。

県
内
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量

の
現
状
と
地
球

温
暖
化
対
策
実

行
計
画
の
進
捗
状
況
、
家
庭
や
事
業

所
の
二
酸
化
炭
素
排
出
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
　
最
新
デ
ー
タ
に
よ
る
と
２
０
１

８
年
度
の
排
出
量
は
５
３
０
９
万
ト

ン
で
基
準
年
度
の
13
年
度
比
で
17
・

３
％
減
。
全
国
の
削
減
率
12
％
を
上

回
る
。
家
庭
は
１
世
帯
当
た
り
49
・

３
％
減
で
、
30
年
度
で
基
準
年
度
よ

り
41
％
減
の
目
標
を
す
で
に
達
成
し

て
い
る
。
事
業
所
に
つ
い
て
も
基
準

年
度
比
44
％
減
の
目
標
に
対
し
46
％

減
と
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
や
省
エ
ネ
行
動
の

広
が
り
な
ど
が
主
な
要
因
と
考
え
る
。

本
県
の
里
親
な

ど
へ
の
委
託
率

は
。
知
事
の
里

親
制
度
へ
の
認

識
と
委
託
を
進
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
問
う
。

Ａ
　
里
親
な
ど
へ
の
委
託
率
は
昨
年

度
、
３
歳
未
満
13
・
９
％
、
３
歳
以

上
就
学
前
24
・
５
％
、
就
学
期
以
降

24
・
７
％
。
虐
待
や
親
の
病
気
な
ど

で
家
庭
内
の
養
育
が
困
難
に
な
っ
た

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
里
親
制
度
は

と
て
も
大
切
。
４
児
童
相
談
所
に
里

親
に
関
す
る
一
貫
支
援
を
行
う
機
関

板橋　聡
（みやま市）

渡辺 美穂
（太宰府市）

中牟田 伸二
（春日市）

井上 博行
（福岡市博多区）

花田 尚彦
（宮若市・鞍手郡）

門
家
が
連
携
し
た
相
談
支
援
の
充
実

を
促
進
し
て
い
く
。

福
岡
市
南
区
に

あ
る
農
業
用
た

め
池
の
浸
水
想

定
区
域
図
の
作

成
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
県
で
は
農
業
用
た
め
池
が
決
壊

し
た
場
合
、
周
辺
に
家
屋
な
ど
が
存

在
し
、
人
的
被
害
を
与
え
る
恐
れ
の

あ
る
た
め
池
を
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
に
指
定
し
、
市
町
村
に
対
し
、

す
べ
て
の
浸
水
想
定
区
域
図
を
提
供

し
て
い
る
。
南
区
内
36
カ
所
の
農
業

用
た
め
池
の
指
定
は
31
カ
所
。
う
ち

18
カ
所
は
福
岡
市
Ｈ
Ｐ
で
区
域
図
を

公
表
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
福
岡

市
に
対
し
て
残
り
13
カ
所
に
つ
い
て

の
早
期
公
表
の
ほ
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
早
期
作
成
、
公
表
を
指
導
し

て
い
く
。

井上 正文
（宗像市）

樋口　明
（福岡市南区）

佐々木 允
（田川市）


